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iPOP2015のショーケースにて 
多大なご協力を賜りまして 

誠にありがとうございました。 

• JGN-X (RISE)チームの皆様 
• O3 projectの皆様 
• Okinawa Open Laboratoryの皆様 
• ISOCORE 
• けいはんな相互接続 WG  etc… 

 

謝辞 

Special Thanks! 
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SDNの位置づけ 

新しい通信サービスの
迅速な創出 CAPEX/OPEXの低減 

ネットワーク高度化 

ネットワーク仮想化技術により実現 

SDN 
• 動的な仮想ネットワーク

構築 
• 通信へのプログラマビリ

ティ強化 
• 多様な通信の定義と機能

抽象化 

NW機能仮想化(NFV) 
• 汎用サーバによるネット

ワーク機能の実装 
• アプリ・ユーザへのネット

ワーク機能の対応づけによ
るNWリソースの効果的な活
用 



現状のトランスポートネットワークにおける課題例 
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早期サービス開通 
 データセンター間接続 
 帯域オンデマンド 
 
低コスト化 
 インフラ共有化 
 サービス分離 

設定時間の長期化  
 数日～数週間オーダー 
• 手動設定が介在 
• 連携制御が困難 
 
非効率なNWリソース利用 
 サービス毎に専用リソース 

 

課題 要求 
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SDN技術によるトランスポートネットワーク統合制御 
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ユーザA ユーザB ユーザC ユーザB ユーザC 

仮想光ネットワークA 仮想光ネットワークB 仮想光ネットワークC 

ネットワーク統合制御 
 OPEX削減 
• 統合制御による設定高速化・省力化 
 

トランスポートネットワークの仮想化 
 CAPEX削減 
• 共通インフラ上でサービス分離を実現 

仮想化 共通化 

低コスト化＆設定迅速化 

ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ対応 自動化 

ユーザA 
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SDNの光トランスポートへの適用 

 レイヤ・機能を跨ったシームレスな制御連携 
 特殊ではない制御・管理→容易化 
 データセンタ間をつなぐユースケースとして 
 

研究加速 
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相互接続性検証が重要！ 



主な研究プロジェクト 

 STRAUSS: 
 総務省日欧連携PJ 

 2013/6～3年間 
 http://www.ict-strauss.eu/ 

 

けいはんな相互接続性検証WG  
 iPOP2012/2013/2014でデモ http://www.pilab.jp/ipop2014/ 
 Multi-Technology Transport Network制御技術 

 O3 (Open/Organic/Optimum) 

 総務省委託研究 
 2013/9～:広域SDN 
 http://www.o3project.org/ 
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相互接続性検証WG 

 主査：山中 直明 慶應大教授 
 副主査: 岡本 聡(電気通信大), 鈴木 正敏(KDDI研), 源田 浩一(NTT)  
 メンバ(9社): NICT, アンリツ, KDDI研, NEC, NTT, 日立製作所, 富士通, 

三菱電機, 慶應大学 
 主なプロジェクト 

 PJ31: Ethernet over OTN technology 
 400Gigbit Ethernet LANPHY transmission technology etc. 

 PJ32: Multi-Technology Transport Network control technology 
 Multi Layer/ Multi Domain network control technology 
 SDTN (Software Defined Transport Network) etc. 
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けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会 

 相互接続試験等  
 PJ32: SDN/OpenFlow-related Interoperability demonstration at iPOP2014 

 標準化活動等 : ITU-T SG15, IETF etc 

http://www.khn-openlab.jp/ 
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iPOP2015 
 日程：4月20日～22日（3日間） 
 場所：沖縄：沖縄自治会館 
 参加者：3日間約350名 
 出展：19企業・団体 
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参加各社の関係 
 国際会議iPOP2015(4/20-22)のｼｮｰｹｰｽで動態展示 
 けいはんな相接WG(8社)とO3ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(5社)で構築 
 O3はプレスには参加しないが相互接続検証には参加 

けいはんな情報通信 
ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ研究推進協議会 

相互接続性検証WG 

主査：山中（慶應大） 
副主査：鈴木（KDDI研） 
構成員：慶應大、NTT、KDDI研、 
アンリツ、NEC、富士通、日立、 
三菱電機、NICT 

General Chairs 

Committee Chairs 
-NICT, 電通大, KDDI研 
-NTT-AT, NTT Com 
-NTT, 電通大,  

総務省委託研究「ﾈｯﾄﾜｰｸ仮
想化技術の研究開発」 

O3プロジェクト 

幹事会社：NEC 
メンバ：NTT Com, NTT, 富士通, 日立 

+イクシア, 東陽テクニカ 

8社 

国際会議iPOP2015 
4/20-22 @ 沖縄開催 

5社 
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Demo Scene  

Copyright. Geospatial Information Authority of Japan. 
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Interop Showcase 概要 
1. JGN-XやRISEネットワークを利用し、マルチベンダ・マル
チテクノロジなNation-wideトランスポートネットワーク・
ドメインを構築 

2. SDNコントローラが連携して、複数のトランスポートドメ
インを経由したトラヒックフロー（パス）を設定 
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まとめ 
 トランスポートSDN 
 マルチベンダ・マルチテクノロジー化するトランス
ポートNWをSDN技術により、統一的に制御・運用 

 複雑な光トランスポートを抽象化して制御・運用 
 

 トランスポートSDN技術の進展により相互接続
性検証の重要性高まる 
 

 iPOP2015にてJGN-X/RISEを活用したNation-
wideなトランスポートSDN相互接続検証につい
て報告 
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